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 CERO倫理規定 

第１条 目的 

 

 特定非営利活動法人コンピュータエンターテインメントレーティング機構（以下「当機

構」という）は、コンピュータエンターテインメント文化の健全な発展のため、表現の 

自由を最大限に尊重し、且つ、社会の要求する倫理水準に適合する家庭用ゲームソフトの

開発、公表、販売が確保されることを目途とし、家庭用ゲームソフトに関し、社会の要求

する倫理水準に照らして適正か否かを審査し、適正と判断されたものについて該当区分に

分類し、「年齢別レーティング区分」を行うこととし、当該審査に当たっての基準、その他

関連事項を規定するものとして、本 CERO倫理規定（以下「本規定」という）を定める。 

 

 

第２条 適用範囲 

 

 １．当機構のレーティング審査適用範囲とされる家庭用ゲームソフトは、日本国内で 

   販売されるものとし、業務用ゲームソフトは対象としない。 

 ２．家庭用ゲームソフトのオンラインゲームに関しては、ゲームの骨格部分を審査する

こととし、掲示板等ユーザーによる可変部分に関しては審査対象外とする。 

 ３．家庭用ゲームソフトのテーマ・コンセプト・システム及び、隠しコマンドや裏技を

含む収録されるすべての表現を審査の対象とする。（但し、ここでいうシステムとは

ゲーム中の構造、構成、仕組み等をいう） 

 ４．家庭用ゲームソフトのパッケージ・同梱される物品。 

   但し販促物、雑誌広告、テレビＣＭ等については、この項目に準ずるものではない。 

 ５．本規定において家庭用ゲームソフトとは、別表１に記載されるプラットフォームに

おいて作動すること、あるいは、別表１に記載されるサービスにおいて提供するこ

とを目的として開発・販売されるゲームソフトを意味する。 

 

 

第３条 該当区分 

 

 １．当機構は、家庭用ゲームソフトを「ゲーム系ソフト」と「教育系／データベース系

ソフト」に大別して審査する。 

 ２． 当機構に対して、審査依頼をする者は、該当区分を指定してこれを行うものと 

       する。  

 ３．「教育系／データベース系ソフト」は、年齢区分は行わないものとするが、 

第７条（別表３も含む）に規定する表現を含まないものとし、教育目的、 

データベースとしての目的に適合するものとする。 

 ４．ゲーム系ソフトとは、教育系／データベース系以外の家庭用ゲームソフトの 

      ことをいう。 
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第４条 ゲーム系ソフトの審査 

 

１． ゲーム系ソフトの審査においては、第７条（別表３を含む）に定める禁止表現の有

無を判断し、これらの禁止表現があるものついては、レーティングを与えないものと

し、これらの禁止表現がないゲームソフトについて別表２に記載する表現 

  種類・表現度合を総合審査し、以下のレーティング（年齢別区分）を行う。 

  ・ 「Ａ」（全年齢対象） 

   ・ 「Ｂ」（１２才以上対象） 

   ・ 「Ｃ」（１５才以上対象） 

   ・ 「Ｄ」（１７才以上対象） 

  ・ 「Ｚ」（１８才以上のみ対象） 

 

 ２．当機構における前項に定める審査の基準は、別途定める内規に従うものとする。 

 

第５条 教育系／データベース系ソフトの審査 

 

 教育系／データベース系ソフトの審査は、依頼された審査対象物が第３条３項に定める 

  区分要件を充足するか否かを審査するものとする。 

 

 

第６条 審査の結果 

 

 １．当機構は、その定める手続に従って審査の結果を依頼人に通知するものとする。依

頼人は、家庭用ゲームソフトの販売・使用に当たって、当機構で審査した該当区分

及びレーティング（年齢別区分）マークを、別途定める方法で、所定の対象物に 

      刷り込まなければならない。但し、何らかの相当な理由を示し、当機構が承認する

場合は、この限りではない。 

 ２．当機構は、審査対象物が第７条に定める禁止表現を含み、又は、第４条１項区分 

      判断において、「レーティングを与えないもの」と判断する場合、及び、「教育系／

データベース系」区分として適合しないと判断する場合は、その理由を書面にて 

      依頼人に通知するものとする。 

 

第７条 禁止表現 

 

 １．別表３に定める禁止表現は、これを家庭用ゲームソフトに用いてはならない。 

 ２．不当な差別表現は、これを家庭用ゲームソフトに用いてはならない。不当な差別表

現は、これに限られるものではないが、以下を含むものとする。 

  （ⅰ）人種・信条・性別・職業・宗教・境遇・心身的条件・生活状態などによる不当

な差別的表現 

  （ⅱ）老人・幼児・身体障害者・精神障害者等の社会的に弱者に当たる人への不当な

差別的表現 

  （ⅲ）個人・法人及び団体をみだりに誹謗・中傷し、その名誉、尊厳を害する表現 
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第８条 改訂 

 

 １．当機構の理事会は、本規定（別表も含む）を随時改訂することができる。 

２．改訂後のＣＥＲＯ倫理規定については、正会員及び賛助会員に通知し、 

周知徹底を図るものとする。 

 

〔付則〕 

この規定は平成１４年１０月１日から施行する。 

平成１４年１０月１７日改訂、平成１４年１０月１８日から施行する。 

平成１４年１２月１３日改訂、平成１４年１２月１４日から施行する。 

平成１５年１０月１６日改訂、平成１５年１０月１７日から施行する。 

平成１５年１２月１８日改訂、平成１５年１２月１９日から施行する。 

平成１６年 ６月２４日改訂、平成１６年 ６月２５日から施行する。 

平成１６年１２月１６日改訂、平成１６年１２月１７日から施行する。 

平成１７年 ３月２４日改訂、平成１７年 ３月２５日から施行する。 

平成１７年 ７月２１日改訂、平成１７年 ７月２２日から施行する。 

平成１７年１１月２４日改訂、平成１７年１１月２５日から施行する。 

平成１８年 ２月２３日改訂、平成１８年 ３月 １日から施行する。 

平成１８年 ７月１３日改訂、平成１８年 ７月１４日から施行する。 

平成１８年１１月３０日改訂、平成１８年１２月 １日から施行する。 

平成１９年 ３月２９日改訂、平成１９年 ３月３０日から施行する。 

平成１９年 ７月２６日改訂、平成１９年 ７月２７日から施行する。 

平成１９年１１月２９日改訂、平成１９年１１月３０日から施行する。 

平成２０年 ３月２７日改訂、平成２０年 ３月２８日から施行する。 

平成２０年 ４月２４日改訂、平成２０年 ４月２５日から施行する。 

平成２３年 ７月２１日改訂、平成２３年 ７月２２日から施行する。 

平成２３年 ９月２２日改訂、平成２３年 ９月２３日から施行する。 

平成２６年 ６月１９日改訂、平成２６年 ６月２０日から施行する。 

平成２６年１１月２０日改訂、平成２６年１１月２１日から施行する。 

平成２８年１１月１７日改訂、平成２８年１１月１８日から施行する。 

平成２９年 ２月１６日改訂、平成２９年 ２月１７日から施行する。 

令和２年 １０月１６日改訂、令和２年 １０月１７日から施行する。    
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別表１ 

 

対象プラットフォーム・サービス一覧表 

 

 

株式会社セガ・ゲームス ドリームキャスト 

株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメント 

プレイステーション 

プレイステーション２ 

プレイステーション・ポータブル（goを含む） 

プレイステーション３ 

プレイステーション・ヴィータ 

プレイステーション４ 

プレイステーション５ 

任天堂株式会社 

ニンテンドウ６４ 

ニンテンドーゲームキューブ 

ゲームボーイ 

ゲームボーイアドバンス 

ニンテンドーＤＳ 

ニンテンドー３ＤＳ 

Ｎｅｗニンテンドー３ＤＳ 

Ｗｉｉ 

Ｗｉｉ Ｕ 

Ｎｉｎｔｅｎｄｏ Ｓｗｉｔｃｈ 

株式会社バンダイナムコエンターテインメント ワンダースワン 

日本マイクロソフト株式会社 

Ｘｂｏｘ 

Ｘｂｏｘ ３６０ 

Ｘｂｏｘ Ｏｎｅ 

Ｘｂｏｘ Ｓｅｒｉｅｓ Ｘ|Ｓ 

パソコンメーカー各社 
パーソナルコンピュータ 

（対応ＯＳ：ＷＩＮＤＯＷＳ各種、ＭＡＣ各種） 

携帯電話メーカー各社 
携帯電話・スマートフォン等 

（対応ＯＳ：Android,Iphone,Windows Phone等） 

クラウドゲーム・サービス提供各社 クラウドゲーム・サービス 

 

   ２０２０年１０月現在 
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別表２ 

 

表現種類及び表現度合一覧表 

 

１．表現種類 

 

 ＜性表現系＞ 

  「キス」「抱擁」「下着の露出」「性行為」「裸体」 

「性的なものを想起させる表現」「不倫」「排泄」 

「性風俗業」「水着・コスチューム」 

 

 ＜暴力表現系＞ 

  「出血描写」「身体の分離・欠損描写」「死体描写」「殺傷」 

  「恐怖」「対戦格闘・ケンカ描写」 

 

 ＜反社会的行為表現系＞ 

  「犯罪描写」「麻薬等薬物」「虐待」「非合法な飲酒及び喫煙」「非合法なギャンブル」 

  「近親姦・性犯罪等」「売春・買春」「自殺・自傷」「人身売買等」 

 

 ＜言語・思想関連表現系＞ 

  「言語・思想関連」の不適切な描写 

 

２．表現度合 

   

  「直接的」であるか、「間接的」であるか。 

  「肯定的」であるか、「否定的」であるか。 

  「必然的」「自然的」であるか、否か。 

  テーマとの関連で「主題的」か、「背景的」か。 

  一般人の観点からみて不合理に嫌悪感を与えないか、反社会的ではないか、 

  扇情的ではないか等が考慮される。 
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「禁止表現」                           別表３ 

 

＜性表現＞ 

１．性器及び局部（恥毛を含む）表現 

２．性行為または性行為に関連する抱擁・愛撫等の表現 

３．性的欲求を促進、または性的刺激を与えることを目的としている放尿、排泄等の表現 
 

＜暴力表現＞ 

１．極端に残虐な印象を与える出血表現。 

２．極端に残虐な印象を与える身体分離・欠損表現。 

３．極端に残虐な印象を与える死体表現。 

４．極端に残虐な印象を与える殺傷表現。 

５．極端に残虐な印象を与える恐怖。 

 

＜反社会的行為表現＞ 

１．テーマ・コンセプト上必然性の無い大量殺人・暴行を目的としている表現 

２．麻薬・向精神薬等の規制薬物で、医療目的等の本来の目的以外に不正に使用される 

  ことを肯定する表現。 

３．虐待を肯定する前提での虐待シーン表現。 

４. 犯罪を賞賛、助長することを肯定する表現。 

５．売春・買春等を肯定する表現、児童買春等の表現。 

６．近親姦の表現、強姦及びこれに準ずる意に反する性的行為等の直接的な表現、及び 

  肯定する表現。 

７．未成年による飲酒・喫煙表現を明確に推奨している表現。 

８．自殺・自傷を肯定・推奨している表現。 

９．不倫を肯定している表現。 

10. 人身売買等を推奨している表現。 

 

＜言語・思想関連表現＞ 

１． 一般に放送禁止用語・差別用語・不快用語に当たる言葉については、直接並びに 

    間接的な表現や比喩も含み、中傷や蔑称に当たる用語の使用を禁止する。 

    常識の範囲内で、使用する場面及び前後の成り行きにより必要と認められる場合は 

    この限りではない。 

２．差別を助長する表現・用語 

３．実在する人物・国・国旗・人種・民族・宗教・思想・政治団体を敵視または 

    蔑視する表現で、なおかつ一方的に非難・中傷する表現。 

 

＜テーマ、コンセプト、システム＞ 

必然性の無い「性」、「暴力」、「反社会的行為」、「言語・思想」の過度な取り扱い。 

 

＜補足＞ 

１．上記の各禁止事項以外にも、社会情勢の変化等により新たに禁止事項と 

判断し、レーティングを与えない場合がある。 

２．なお、上記の禁止表現の文言については、「Ｚ」区分の新設に伴い、 

その趣旨に適合するように解釈するものとする。             以上 


